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１．環状道路の整備（３環状９放射）１．環状道路の整備（３環状９放射）



○　阪神大震災における○　阪神大震災における
　　　　　　　　　道路ネットワークの被災状況　　　　　　　　　道路ネットワークの被災状況

一般国道２号

一般国道４３号

一般国道１７１号
一般国道１７６号

阪神高速道路
　　　５号湾岸線

中国縦貫自動車道

阪神高速道路
　　　３号神戸線

阪神・淡路大震災における主要路線の被災状況
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○　東京圏の高速道路ネットワーク○　東京圏の高速道路ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　（３環状９放射道路）　　　　　　　　　　　　　　　　　（３環状９放射道路）



●現況(平成15年度末現在) ●当面の目標(平成19年度まで) ●完　成　形

整備状況：
放射９割、環状２割　

渋滞状況：
圏央道内側の主要渋滞ポイ
ントは約600箇所

○　首都圏の環状道路の整備方針と整備効果○　首都圏の環状道路の整備方針と整備効果

整備予定：
放射９割、環状４割

効果：
・圏央道内側の主要渋滞　
ポイントは、約６割解消
・骨格的幹線道路による　
疑似環状ネットワークの
完成
　(リダンダンシーの確保)

整備予定：
放射10割、環状10割

効果：
・圏央道内側の主要渋滞　
ポイントは、概ね解消
・骨格的幹線道路ネット　
ワークの完成
　(リダンダンシーの確保)



「外かん」の広い道路空間は、地震などの災害時の一時的な
避難場所や緊急輸送路、火災の延焼防止空間としての機能を

発揮し、地域の安全性の向上に貢献します。
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■道路の幅員と延焼防止の関係(阪神-淡路大震災における神戸市長田区の事例)

○　防災・延焼防止空間としての機能○　防災・延焼防止空間としての機能

資料　国土交通省



２．緊急輸送道路の耐震対策２．緊急輸送道路の耐震対策



基幹的広域防災拠点

防災センター

国・公団管理

地方公共団体管理

凡　　　例

○　緊急輸送道路ネットワーク○　緊急輸送道路ネットワーク

関東地方整備局

国土交通省

船橋防災センター
(関東地方整備局備蓄基地)

有明の丘地区

東扇島地区

※第1次、2次緊急輸送道路のみ



ー道路橋示方書ー道路橋示方書（耐震設計編、平成８年（耐震設計編、平成８年1111月）ー月）ー

耐震設計で考慮する地震動

橋の供用期間中に発生する確率
が高い地震動（レベルⅠ地震動）

橋の供用期間
中に発生する
確率は低いが
大きな強度を
持つ地震動（レ
ベルⅡ地震動）

タイプⅠ
プレート境界型

タイプⅡ
内陸直下型

目標とする橋の耐震性能

標準的な橋

特に重要度が高
い橋（高速道路、
一般国道、緊急
輸送道路等）

健全性を損なわない

地震のよる損
傷が橋として
致命的になら
ない

損傷が限定的
なものにとど
まり、橋として
の機能の回
復が速やか
に行いうる

耐震設計法

震度法

地震時保有
水平耐力法

○　道路が目標とすべき耐震性○　道路が目標とすべき耐震性



－隣接桁間をケーブルで連結する構造－－隣接桁間をケーブルで連結する構造－
落橋防止構造の例落橋防止構造の例

－縁端拡幅ブラケットによる桁の落下防止－－縁端拡幅ブラケットによる桁の落下防止－

段落とし部の
補強

型鋼による
拘束補強

アンカー筋
による耐力
の向上

鋼板による　
ねばりの向上

鋼板とフーチン
グの間の間隙

段落とし部の
補強

型鋼による
拘束補強

アンカー筋
による耐力
の向上

鋼板による　
ねばりの向上

鋼板とフーチン
グの間の間隙

段落とし部の
補強

型鋼による
拘束補強

アンカー筋
による耐力
の向上

鋼板による　
ねばりの向上

鋼板とフーチン
グの間の間隙

○　道路橋の耐震対策例○　道路橋の耐震対策例

鉄筋コンクリート橋脚の耐震補強工法例　－鋼板巻き立て工法－鉄筋コンクリート橋脚の耐震補強工法例　－鋼板巻き立て工法－



地震動により、桁が移動 変位制限装置が機能し、落橋を防止

○　耐震対策の効果事例○　耐震対策の効果事例
落橋防止構造が有効に機能した例
－平成１５年７月宮城県北部地震－



■　新宿駅南口地区基盤整備事業　整備イメージ

○　老朽橋の架替事例○　老朽橋の架替事例
（国道（国道2020号新宿跨線橋の架替）号新宿跨線橋の架替）

■ 迂回後平面図

■ 大正の橋げた
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新宿跨線橋：H16.5.12
切り回し完了

２Ｆ歩行者広場
　　⇒災害時には避難スペースとして活用



３．ライフライン対策３．ライフライン対策



※企業洞道含む

○　東京都区部の共同溝整備状況○　東京都区部の共同溝整備状況

整備延長：106ｋｍ
進捗率（Ｈ15末現在）：66％



○　共同溝内の管路・ケーブル敷設イメージ○　共同溝内の管路・ケーブル敷設イメージ
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４．災害時の対応４．災害時の対応



消防署 関東地方整備局 船橋防災センター

（備蓄基地）

情報の交換

日本道路公団

災害時の緊急連絡
体制構築

地方自治体

要員派遣

首都高速道路公団

他地方整備局

○　災害時の連携体制○　災害時の連携体制

要員派遣

自衛隊 警察



屋上ヘリポート

○　関東地方整備局における災害対応○　関東地方整備局における災害対応

関東地方整備局



船橋防災センター設備

応急組立て仮橋

○　関東技術事務所　船橋防災センター○　関東技術事務所　船橋防災センター
　　 （資機材の備蓄）（資機材の備蓄）



○　関東地方整備局の防災通信システム○　関東地方整備局の防災通信システム



○　上空からの監視体制○　上空からの監視体制

ヘリコプターからの映像



東京ドーム

皇居

赤坂御用地

新宿御苑

○　衛星写真／東京都心部○　衛星写真／東京都心部
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至：
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拡大


